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実践上の留意点

1. 授業者より

本授業工夫したことは，次の２点である。１つめは高校の地歴科日本史Ａにおいてアクティブ

・ラーニングをとりいれること，２つめは小・中では扱っていない絵画資料も合わせて提示する

ことによって，生徒の興味関心をひきつけ，政府対民権派の二極構造でとらえられがちな当時の

政治構造を，三極構造で把握させるようにして，深い学びを生徒に保障しようとしたことである。

アクティブ・ラーニングには様々な形態があるが，４人グループで資料を分担して読み解き，

読み説いた内容をクラス全体でシェアする方式を採用した。何を話し合わせるのかが重要である

が，読み説いた内容・知識を活用して目標を達成できる事を目指した。

2. 研究協議より

質問：内容量として，通常で可能なものか。

回答：導入でテンポ良くいくはずが生徒から意見がでず，時間がかかった。だが，2 時間はかけ

られない。

意見：日本に初めて入ってきた制度だ。自分たちが意思を決定するのか，現在にも通じる。

質問：現代の社会問題とつなげて，主権者教育とからめているのか，明治の分析なのか。

回答：社会科歴史として授業をおこなっている。明治時代「を」を手段・題材として，現在の問

題（政治的無関心層）を考えさせようとする意図があった。

意見：明治デモクラシーという言い方をする人もいるが，この内容を豊富化できるのか。客分を

取り上げることは有効と思う。

質問：植木枝盛の演説は，うまかったのか。高尚だったのか。

回答：一般的演説会だけであれば高尚だが，演説会はもりあがらなかった。資料のように乱闘に

なると庶民は熱狂し，盛り上がった。

意見：社会科の目で見ると，客分層を，東京日日新聞の資料で取り上げているが，この資料がす

べてか。学校設定科目「科学探究」で，生徒に探究させてもよいのではないか。

質問：構造図で社会を対象化しているが，生徒がその中で考えるので，ルーブリックが４つとか

になっていくのではないか。

質問：主権者教育のメッセージに力が入りすぎたのでは。公民科から言えば，無党派層と無関心

層は異なる階層である。生活第一は民主主義の根底だ。あるべき主権者像・意識が強く出

されたのではないか。日日新聞のロジックにひきつけられすぎではないか。反転して，生

活より政治意識が上にくるという認識があるのではないか。

回答：主権者教育の出発点の授業として実践している。本授業だけで実施するものではない。


